
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福島県は福島県食育応援企業団と連携し、バランスの良い食事や減塩の実践

に向けた普及啓発運動に取り組んでいます。 

 学校給食では「ふくしま健康応援メニュー」の汁物を、食育の日（毎月１９日）の

前後で実施予定です。野菜のうまみを活かした具だくさんの汁物で、野菜不足の

解消や減塩につながります。 

福島県教育委員会ホームページでは、汁物の他に、主食や主菜や副菜などの

レシピが掲載されています。ご家庭での献立作りにご活用ください。 

「ふくしま健康応援メニュー」が登場します 

「ふくしま健康応援メニュー」のポイント 

１ 野菜たっぷり（一品当たりの野菜の使用量：小学生 60ｇ・中学生７０ｇ） 

２ おいしく減塩（一品当たりの食塩の使用量：副菜・汁物は１ｇ以下、主菜は１．２ｇ以下） 

３ 地産地消の推進（県産食材を取り入れたレシピ） 

～ １０月の食育の日の紹介 ～ （赤かぼちゃコロッケ） 

 給食では、調理員さん手作りの様々なお

かずが登場していますが、金山町特産品の

赤かぼちゃを使った「赤かぼちゃコロッケ」

は人気のメニューのひとつです。 

１０月の「食育の日」は、地産地消を意

識してもらうために「赤かぼちゃコロッケ」

も登場しました。他に、バランスよく食べ

る啓発として、味付のりのパッケージに「か

ぼまる」も登場しました。 


